
] 運営費交付金債務の当期振替額の明細
{ 平成19年度交付分

区 分 金 額 内 訳

運営費交付金収益 6¶383¶896¶083 { 費用進行基準を採用した業務：運営費交付金を財源としたすべての業務

費用進行基準による振替額
資産見返運営費交付金 0

| 当該業務に係る損益等

資本剰余金 0

ア）損益計算書に計上した費用の額：6¶383¶896¶083円

計 6¶383¶896¶083

（業務費：6¶227¶896¶080円、一般管理費：156¶000¶003円）

| 平成20年度交付分

区 分 金 額 内 訳

運営費交付金収益 138¶091¶275¶310

{ 費用進行基準を採用した業務：運営費交付金を財源としたすべての業務

費用進行基準による振替額
資産見返運営費交付金 726¶635¶162

| 当該業務に係る損益等

資本剰余金 11¶089¶085

ア）損益計算書に計上した費用の額：137¶905¶085¶254円
（業務費：127¶668¶685¶094円、一般管理費：10¶236¶400¶160円）
イ）支払利息：5¶299¶168円
ウ）リース債務支払額：194¶527¶798円
エ）自己収入に係る収益計上額：6¶044¶129¶209円
（受託収入：2¶449¶219¶187円、開発投融資収入：113¶315¶810円、寄附金収益：63¶747¶332円
入植地事業収入：11¶412¶454円、移住投融資収入：97¶991¶317円、雑益：1¶054¶409¶491円
受取利息：226¶563¶922円、貸倒引当金戻入：2¶027¶469¶696円）
オ）固定資産取得額：726¶635¶162円
（備蓄物資：358¶473¶334円、差入保証金：310¶746円、建物：20¶656¶752円、構築物：4¶978¶879円
機械装置：40¶125¶730円、車両運搬具：186¶185¶233円、工具器具備品：80¶105¶788円、
建設仮勘定：35¶798¶700円）
カ）差入保証金計上額：11¶089¶085円

} 運営費交付金振替額の積算根拠
原則として固定資産売却益を除いた自己収入を優先的に充てることとし、不足分を収益化しております。

計 138¶828¶999¶557

^ 運営費交付金債務残高の明細

交 付 年 度 運 営 費 交 付 金 債 務 残 高 残 高 の 発 生 理 由 及 び 収 益 化 等 の 計 画

〇運営費交付金債務残高の発生理由は、やむを得ない事由等により翌事業年度に繰り越したもの
及び前渡金、前払費用等に計上したもの。

費用進行基準を採用した業
務に係る分

514¶872¶903 〇当事業年度に実施すべき業務の未達成による運営費交付金債務の翌事業年度への繰越額はない。
平成19年度 〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定である。

〇運営費交付金債務残高のうち、特別業務費の残高は217¶942¶637円である。

計 514¶872¶903

〇運営費交付金債務残高の発生理由は、やむを得ない事由等により翌事業年度に繰り越したもの
及び前渡金、前払費用等に計上したもの。

費用進行基準を採用した業
務に係る分

14¶956¶611¶443 〇当事業年度に実施すべき業務の未達成による運営費交付金債務の翌事業年度への繰越額はない。
平成20年度 〇翌事業年度に繰り越した運営費交付金債務残高については、翌事業年度において収益化する予定である。

〇運営費交付金債務残高のうち、特別業務費の残高は1¶366¶601¶418円である。

計 14¶956¶611¶443
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